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77－2088�

77－2048�

77－2044�

77－2722�

77－2454�

77－2030�

77－3057�

67－6555

主 査 �

主 事 �

副主任技能員�

田　村　勇　輝�

市　川　淳　也�

村　田　幸　生�

林務商工班�
・木材産業の振興と次世代へ緑
豊かな資源を残すため、森林
を守る計画管理をおこなって
います。�

・村特産品の開発や雇用の促進
などの商工業の振興と観光開
発をおこなっています。�

主 任 �

副主任技能員�

大　沢　直　仁�

伊　藤　　　茂�

野外生産試作センター�
177－3596

課 長 �大　沢　　　寿�

主 任 �

主 事 �

主任技能員�

田　口　和　也�

北　林　幸　太�

齊　藤　　　諭�

建設班�
・村道、河川等の維持や公園、
緑地の管理をしています。�

・安心して飲めるきれいな水の
管理や上下水道の管理、各家
庭への給水するための受付や
水道管の事故を防いだりします。�

建設課� 177－2224

村 図 書 館 �

上小阿仁小中学校�

トレーニングセンター�

上ノ岱ヒュッテ�

山 ふ じ 温 泉 �

若 者 セ ン タ ー �

高齢者福祉センター�

集住型宿泊交流拠点施設�

各施設の電話番号�

事 務 局 長 �齊　藤　幹　雄�

佐々木　太功郎�

１名�

11名��

総務学校班�
・学校教育に関する事業をおこ
ない、児童・生徒の学力向上
に向けた施策をおこなってい
ます。�

主査兼生涯�
学習班長（社
会教育主事）�

臨 時 職 員 �

上　杉　大　志�

３名�

生涯学習班�
・一人ひとりが自由に、そして
自らテーマを選び、自分に合
った方法をとりながら、年齢
を越えて生涯に渡って必要な
ことを、必要なときに学ぶた
めのお手伝いをしています。�

教育委員会� 160－9000

所 　 長 �

歯 科 医 師 �

事 務 長 �
（総務課長兼務）�

事務長補佐�

係　長（看護師）�

係長（准看護師）�

主任（准看護師）�

臨 時 職 員 �

　　　　一　雄�

関　口　秀　峰�

小　林　博　隆�

石　川　　　治�

齊　藤　青　美�

五十嵐　美穂子�

田　中　陽　子�

１名�

・村民の健康保持に必要な医療
を提供しています。�

診療所� 177－2042

主 幹 �小　林　雄　幸�

主 任 �

主 任 �

臨 時 職 員 �

伊　藤　勝　哉�

山　田　拓　人�

１名�

農務班�
・農業全般の発展を目指し、振
興計画等により農家の人たち
が、おいしいお米や野菜をた
くさん作れるように指導した
りします。�

（農業委員会）�

・農地の利用調整等適正な管理
を図り、農業経営の合理化に
関する事項、農業生産、農業
経営に関する調査及び研究な
ど情報提供をしています。�

産業課� 177－2223

主 査 �木　村　　　研�

係 長 兼 �
建 設 班 長 �

大　沢　陽　一�

主 査 �

臨 時 職 員 �

�学校勤務臨時職員�
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平成30年度�

村 長 �

教 育 長 �

小　林　悦　次�

高　橋　　　充�

事 務 局 長 �

臨 時 職 員 �

田　村　秀　幸�

１名�

・本議会や委員会の準備など、
議会の活動が円滑に行われる
ためのサポートをしています。�

議会事務局� 177－2226 主 事 �伊　藤　史　織�

課 長 �加　藤　浩　二�

会計班�
・村のお金の管理や支払い、収
納業務などをしています。�

・就学前のこどもを受入れ、次
世代を生きる子どもたちを心
豊かに、健やかに育てること
を目標し、保育をおこなって
います。�

かみこあに保育園�
（認定こども園）�177－3470

課長補佐兼
企 画 班 長 �

主 事 �

臨 時 職 員 �

中　島　英　樹�

宮　越　大　貴�

１名�

課長兼選挙管理
委員会書記長�

小　林　博　隆�

会計管理者兼課長
補佐兼会計班長�

石　川　悦　子�

企画班�
・村の発展計画や立案、企画振
興、広報活動を行っています。�

（選挙管理委員会）�

・村長や議員を選ぶための選挙
などの事務をしています。�

主 査 �

主 任 �

主 事 �

主 事 �

森　川　真　澄�

畠　山　佳　洋�

船　木　孝　平�

泉　谷　春　花�

園 長 �

主　査（保育士）�

主　査（保育士）�

主　任（保育士）�

技 師（保育士）�

臨 時 職 員 �

原　田　眞貴子�

北　嶋　千　春�

松　岡　　　環�

三　浦　　　裕�

池　田　有里佳�

８名�

住民福祉班�
・各種証明書の発行や生活に密
着したさまざまな届出などを
受け付けています。�

・外国人の住民票やパスポート
の申請を受け付けています。�

・子育て支援や障害者支援、年
金や介護保険に関する福祉に
ついてお手伝いしています。�

・災害から村民の生命と財産を
守るための対策や、消防に関
する仕事をしています。�

係 長 �

主 任 �

主 任 �

小　林　逸　人�

櫻　庭　太　一�

鈴　木　和　也�

税務保険班�
・税の証明書の発行、軽自動車
税、住民税、固定資産税、国
民健康保険税の税金を決めた
り徴収を行っています。�

・国民健康保険、後期高齢者医
療保険、福祉医療、高額医療
について申請を受け付けてい
ます。�

主 査 �

主 任 �

臨 時 職 員 �

田　中　　　孝�

福　田　佳　子�

１名�

総務財政班�
・村長、副村長の仕事の調整や
職員の採用、給与などを行っ
ています。�

・その他村の条例や規則に関す
る業務や、村の総合的な業務
をしています。�

・村の財政や財産の管理、みな
さんから納められた税金など
を村民のためにどのように使
うかを考えています。�

総務課� 177－2221

住民福祉課� 177－2222

主 査 �
（管理栄養士）�

主　査（看護師）�

主　査（看護師）�

主　査（看護師）�

主　査（看護師）�

係　長（介護士）�

主　査（介護士）�

主　査（介護士）�

主　査（介護士）�

主　査（介護士）�

主　査（介護士）�

主　査（介護士）�

片　岡　　　恵�

大　沢　博　子�

魚　住　千　尋�

田　口　リ　カ�

佐　藤　留美子�

齊　藤　明　子�

幸　坂　弘　子�

萩　野　里　実�

田　中　みどり�

浅　野　真由美�

萩　野　人　美�

小野寺　　　梢�

上小阿仁村社会福祉協議会派遣�
（特別養護老人ホーム杉風荘勤務）�

課長補佐兼�
総務財政班長�

小　林　瑞　穂�

係 長 兼 �
住民福祉班長�

　　橋　舞　子�

課長補佐兼�
税務保険班長�

大　沢　誠　子�

係長（看護師）兼�
健康推進班長�

係 　 長 �

主　査（保健師）�

主 　 査 �

主　任（保健師）�

田　中　誠　子�

齊　藤　貴　明�

庄　司　由　香�

小　林　　　圭�

福　地　志　保�

平　川　めぐみ�技　師（保健師）�

健康推進班　　177－3008�
・予防接種や健康診断などをお
こなっています。また、妊娠
している人や赤ちゃんの健康
に関する仕事をしています。�

・在宅家族介護サービスなど介
護に関する相談を受け付けて
います。�
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　60－9000
　（こあに電話）�
　60－9000

上
ノ
岱
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア�

間
も
な
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オ
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プ
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５
月

30
日（
水
）

（
水
）は�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す�

５
月

30
日（
水
）

（
水
）は�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す�

５
月

30
日（
水
）は�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す�

�����

　
３
月
21
日（
水
）春
分
の
日
、
健
康
増
進

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
決
勝
戦
は
森
吉
中
学
校
が
制
し
、
３
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
上
小
阿
仁
中
学
校

も
小
学
生
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
し
た
が
、

初
戦
突
破
し
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。�

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�【
第
１
試
合
】�

　
上
小
阿
仁
　
70 
― 

44
　
北
　
　
陽�

　
森
　
　
吉
　
70 
― 
34
　
二
ツ
井
・
琴
丘�

【
第
２
試
合
】�

　
合
　
　
川
　
45 

― 

68
　
能

代

南�

　
鷹
　
　
巣
　
19 

― 

72
　
外

旭

川�

【
第
３
試
合（
準
決
勝
）】�

　
上
小
阿
仁
　
21 

― 

98
　
森
　
　
吉�

　
能

代

南
　
50 

― 

79
　
外

旭

川
　  �

【
第
４
試
合（
交
流
戦
）】�

　
北
　
　
陽
　
40 

― 

83
　
二
ツ
井
・
琴
丘�

　
合
　
　
川
　
90 

― 

26
　
鷹
　
　
巣�

【
３
位
決
定
戦
】�

　
上
小
阿
仁
　
40 

― 

63
　
能

代

南�

【
決
勝
戦
】 �

　
外

旭

川
　
49 

― 

79
　
森
　
　
吉�

�

・
優
　
勝
　
森

吉

中�

・
準
優
勝
　
外
旭
川
中�

・
第
３
位
　
能
代
南
中�

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
参
加
も
今
年
で

５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。�

　
当
日
は
ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
15
分
以
上
継
続
し
て
体
を
動
か

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。�

　
詳
し
く
は
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
下
さ
い
。�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

第
30
回
上
小
阿
仁
村
長
杯�

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル�

　
「
万
灯
火
大
会
」
結
果�

選手宣誓　上小阿仁中学校バスケットボール部�
　　　　　主将　宮野 あさひ さん�

第４位　上小阿仁中学校�
小学６年生もがんばりました�

���

　
上
ノ
岱
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
が
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

４
月
21
日（
土
）か
ら
運
営
出
来
る
よ
う
雪

解
け
を
待
っ
て
準
備
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。�

　
今
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
料
金
】�

◆
１
面
に
つ
き
１
時
間�

　
・
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円�

　
・
高
校
生
　
　
　
３
０
０
円�

　
・
一
般
　
　
　
　
４
０
０
円�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�
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◇
痴
漢
冤
罪
　
　
　
　（
新
堂
　
冬
樹
）�

◇
漫
画
　
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
野
源
三
郎
）�

◇
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も�

　
　
　
　
　
　
　
　（
若
竹
　
千
佐
子
）�

◇
雪
子
さ
ん
の
足
音
　（
木
村
　
紅
美
）�

◇
北
の
ロ
マ
ン
青
い
森
鉄
道
線�

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

西
村
京
太
郎)�

◇
の
ん
で
東
北
た
べ
て
東
北
　(

杏
那)�

◇
Ｄ
の
遺
　
　
　
　
　(

柴
田
　
哲
孝)�

◇
ふ
た
ご
　
　
　
　
　(

藤
崎
　
彩
織)�

◇
40
歳
を
過
ぎ
て
最
高
の
成
果
を
出
せ

る「
疲
れ
な
い
体
」と「
折
れ
な
い
心
」の

つ
く
り
方
　
　
　
　
　(

葛
西
　
紀
明)�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他�

�

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の�

　
　
　
　
活
動
を
紹
介
し
ま
す
】�

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
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に
�

総
合
型
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ラ
ブ

総
合
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ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
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動
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�
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�

総
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ブ
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�
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定

ス
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動
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�

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
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ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

�����

●
卓
球
の
つ
ど
い�

毎
週
火
・
木
曜
日�

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜�

毎
週
木
曜
日�

　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜�

　
地
域
セ
ン
タ
ー�

�

●
太
鼓
の
つ
ど
い�

４
月
18
日（
水
）、
25
日（
水
）�

　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

�

　
卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー

ル
・
太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会

体
育
委
託
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。�

　
参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
０
４
４�

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】�

13

＊
４
月
29
日（
日
）昭
和
の
日�

　
５
月
３
日（
木
）憲
法
記
念
日�

　
　
　
４
日（
金
）み
ど
り
の
日�

　
　
　
５
日（
土
）こ
ど
も
の
日�

　
祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。�

休
館
日
の
お
し
ら
せ�

��

　
住
民
福
祉
課
健
康
班
の
地
区
巡
回
健

康
教
室
に
同
行
し
て
、
回
想
法
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。�

�������������������

　
平
成
29
年
度
最
後
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
大
林
地
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。�

　
全
員
で
『
長
寿
の
秘
訣
』
の
言
葉
を

声
に
出
し
て
読
み
上
げ
た
あ
と
、
話
題

の
秋
田
犬
な
ど
動
物
に
関
す
る
絵
本
の

読
み
き
か
せ
を
行
い
、
最
後
に
体
が
温

ま
る
「
簡
単
グ
ー
パ
ー
体
操
」
を
し
て

終
了
し
ま
し
た
。�

　
大
林
地
区
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

大林のみなさん大林のみなさん�大林のみなさん�

����

●
日
時�

　
６
月
10
日（
日
）�

　
午
前
６
時
〜
午
後
７
時�

●
コ
ー
ス�

　
萩
形
沢
登
山
口
↓
太
平
山
山
頂
↓ 

　
仁
別
国
民
の
森�

●
参
加
料�

　
一
　
　
般
　
２
０
０
０
円�

　
小
中
学
生
　
１
０
０
０
円�

●
募
集
期
間�

　
４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬�

●
定
員
　
35
名�

●
申
込
方
法�

　
お
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。�

　
申
込
人
数
が
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

�

※
現
在
、
積
雪
の
た
め
萩
形
沢
登
山

道
ま
で
の
道
路
状
況
が
確
認
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
。�

　
雪
解
け
次
第
、
登
山
道
ま
で
の
道

路
を
調
査
し
ま
す
。�

　
道
路
状
況
に
よ
っ
て
は
コ
ー
ス
変

更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。�

●
申
込
先
　
上
小
阿
仁
村
公
民
館�

　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

�

太
平
山
登
山

太
平
山
登
山�

　
　
参
加
者
募
集

　
　
参
加
者
募
集�

太
平
山
登
山�

　
　
参
加
者
募
集�

ボランティア  小林隆さん�ボランティア 加賀谷ノリさん�



1（
77
）３
０
０
８�

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８�

（
66
）３
０
０
９�

い
き
い
き
健
康
づ
く
り�

　
　
　
　
　
　
参
加
者
大
募
集�

��

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症�

�

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
。
肺�

炎
の
中
で
も
最
も
原
因
に
な
り
や
す
い
「
肺�

炎
球
菌
」
に
よ
る
感
染
症
を
予
防
す
る
た

め
、
対
象
と
な
る
年
度
に
お
い
て
の
み
、

予
防
接
種
の
公
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

�

◆
対
象
者
　
左
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

�

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ�

平成30年度の費用助成の対象者�

※過去に接種したことがある方は対象外です。�

平
成
30
年
度�

　
　
健（
検
）診
が
始
ま
り
ま
す�

14

◆
接
種
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日�

◆
接
種
会
場
　
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、
事
前
に
電
話
等
で
予
約

を
し
ま
し
ょ
う
。�

◆
助
成
額
　
１
回
に
つ
き
、
３
０
０
０
円

の
助
成
。
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
接
種
費
用
か
ら
助
成

額
を
引
い
た
分
を
医
療
機
関
で
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

子
ど
も
の
予
防
接
種�

�

　
左
記
の
方
へ
個
別
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
体
調
に
合
わ
せ

て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。�

�

①
保
育
園
年
長
児（
麻
し
ん
風
し
ん
２
期
）�

②
小
学
３
年
生（
日
本
脳
炎
２
期
）�

③
小
学
５
年
生（
二
種
混
合
）�

④
高
校
３
年
生（
日
本
脳
炎
２
期
）�

�

　
そ
の
他
、
１
歳
に
な
っ
た
ら
麻
し
ん
風

し
ん
予
防
接
種
１
期
・
水
痘
予
防
接
種
、

３
歳
に
な
っ
た
ら
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種
し
忘
れ
て
い
る
も

の
が
な
い
か
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。�

65歳の方�

70歳の方�

75歳の方�

80歳の方�

85歳の方�

90歳の方�

95歳の方�

100歳の方�

昭和28年4月2日生～昭和29年4月1日生の方�

昭和23年4月2日生～昭和24年4月1日生の方�

昭和18年4月2日生～昭和19年4月1日生の方�

昭和13年4月2日生～昭和12年4月1日生の方�

昭和８年4月2日生～昭和９年4月1日生の方�

昭和３年4月2日生～昭和４年4月1日生の方�

大正12年4月2日生～大正13年4月1日生の方�

大正７年4月2日生～大正８年4月1日生の方�

　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
教
室
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

　
お
試
し
参
加
・
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

希
望
者
は
、
４
月
26
日（
木
）ま
で
健
康
推

進
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

（
随
時
募
集
も
し
て
い
ま
す
。）�

【
歩
こ
う
会
】�

◆
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

◆
会
場
　
主
に
村
内�

◆
対
象
者
　
体
を
動
か
す
こ
と
に
興
味
の

あ
る
方�

◆
費
用
　
村
外
移
動
の
場
合
は
自
己
負
担

あ
り�

◆
内
容
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
体
操
、
地
域

セ
ン
タ
ー
で
ユ
ニ
カ
ー
ル
　
等�

【
話･

笑･

和（
わ
わ
わ
）く
ら
ぶ
】�

◆
日
時
　
毎
週
水
曜
日
（
第
５
を
除
く
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時�

◆
会
場
　
若
者
セ
ン
タ
ー
（
沖
田
面
）�

◆
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方�

◆
費
用
　
無
料�

◆
内
容
　
体
操
や
卓
球
バ
レ
ー
、
簡
単
な

　
　
　
計
算
等
の
脳
ト
レ�

�����

【
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
】�

◆
日
時
　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日�

◆
会
場
　
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー�

◆
対
象
者
　
お
お
む
ね
70
歳
以
上
の
方
で
、

関
節
痛
や
筋
力
低
下
、
転
倒
等
の
心
配

が
あ
る
方�

◆
費
用
　
　�

・
自
宅
で
使
う
ボ
ー
ル
代�

・
教
室
受
講
料
は
、
新
規
参
加
者
は
４
回

ま
で
無
料
、
そ
の
後
継
続
参
加
の
場
合

は
１
回
３
５
０
円�

※
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
、
指
示
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

※
70
歳
未
満
の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

����

　
健（
検
）診
申
込
書
が
各
世
帯
へ
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
健
診
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
、
職
場
で
受
診
の
機
会
が

な
い
方
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
各
集
落
の
保
健
補
導
員
さ
ん
や
婦
人
会

員
さ
ん
が
配
布
・
回
収
に
伺
い
ま
す
が
、

不
在
の
場
合
等
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
（
健

康
推
進
班
）
へ
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
◆
申
込
書
提
出
締
切
日�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
19
日（
木
）�
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〜
佐
藤
編
〜
�

　
新
年
度
と
な
り
、
先
月
末
か
ら
よ
う

や
く
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

は
桜
も
、
例
年
よ
り
早
い
よ
う
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
は
散
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。�

　
上
小
阿
仁
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
着
任
し
来
月
で
３
年
、
本
来
な
ら

ば
任
期
満
了
し
た
後
も
、
前
任
者
の
よ

う
に
八
木
沢
で
活
動
し
よ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
年
度

は
「
応
援
隊
」
の
よ
う
な
採
用
予
定
、

募
集
は
行
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
の
で
満
了
後
は
ど
う
し
よ
う
か
と
し

ば
ら
く
思
案
し
て
お
り
ま
し
た
。
上
小

阿
仁
村
へ
定
住
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
過

ご
せ
た
ら
有
り
難
い
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
「
八
木
沢
集
落
・
中
茂
・
不

動
羅
の
生
活
主
体
の
集
落
支
援
」
と
し

て
活
動
を
し
て
き
た
た
め
、
自
分
の
準

備
・
経
験
不
足
、
ゆ
え
に
基
盤
が
弱
い

と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
村
内
外
企
業

に
勤
務
、
あ
る
い
は
村
の
臨
時
雇
用
職

員
に
応
募
す
る
よ
り
も
今
、
興
味
の
あ

る
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら

へ
向
く
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
１
カ
月

早
く
退
任
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
私
と
、

次
の
勤
務
先
と
の
事
情
に
よ
る
も
の
で

す
。�

　
こ
の
３
年
間
、
皆
さ
ん
と
話
し
、
交

流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
も
あ
り
、
思
い
も
致
し
ま
し
た
。
私

に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
印
象
持
た
れ
た

か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
私
の
存
在

で
あ
り
、
上
小
阿
仁
村
に
来
た
理
由
だ

と
思
い
ま
す
。
善
悪
好
嫌
な
私
が
皆
さ

ん
の
心
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た

お
会
い
で
き
る
機
会
が
あ
っ
た
時
、
私

自
身
は
年
が
重
な
る
だ
け
で
何
年
経
っ

て
も
成
長
も
せ
ず
、
変
わ
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
「
過
去
の
話
」
と
し
て
、

お
教
え
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
に
御
挨
拶

し
、
任
期
満
了
す
る
の
が
筋
か
と
は
思

い
ま
す
が
、
桜
散
る
前
に
、
読
ん
で
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
日
誌
に
て
最

後
の
御
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

在
任
中
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
、
ま
た
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。�

���

◆
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
国
民
年
金

の
届
出
が
必
要
で
す
！�

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
）
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

※
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
も
、
第
３
号
被
保
険
者

か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

●
手
続
き
に
つ
い
て�

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の�

　
年
金
手
帳�

●
保
険
料
額�

　
国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）
は
、

月
額
１
万
６
３
４
０
円（
平
成
30
年
度
）

で
す
。�

�
◆
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！�

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
も
あ
り

ま
す
。�

★
メ
リ
ッ
ト
１�

　
退
職
（
失
業
）
の
場
合
は
、
退
職
さ
れ

た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
！�

　
通
常
で
あ
れ
ば
、
申
請
者
本
人
、
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
退
職
（
失
業
）
時
の
免

除
申
請
は
、
退
職
さ
れ
た
方
の
所
得
が
審

査
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。�

★
メ
リ
ッ
ト
２�

　
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ
！�

　
全
額
免
除
に
な
っ
た
期
間
の
年
金
額
の

計
算
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
比
較

し
て
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。�

★
メ
リ
ッ
ト
３�

　
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障
！�

　
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
の
保
障
も
あ

り
ま
す
。�

�

◆
手
続
き
に
つ
い
て�

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
「
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の�

①
年
金
手
帳�

②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
な
ど

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
1（
62
）１
４
９
０�

　
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

15
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●問い合わせ先　　教育委員会　総務学校班　1（60）9 0 0 0

上小阿仁村高校生海外研修事業上小阿仁村高校生海外研修事業  参加者募集参加者募集�上小阿仁村高校生海外研修事業  参加者募集�
　村内出身の高校生を対象に、ホームステイ等の体験を通して異文化に触れ、語学力
と国際感覚の向上を図るため、海外研修生を募集します。�
■研修先　アメリカ合衆国　シアトル市�
■研修期間�
　平成30年８月１日（水）～８月７日（火）�
■主な研修内容�
　・市内の主要施設の視察�
　・ホームステイ（２泊３日を予定）�
■費用負担�
　１人当たり８万円を負担していただきま
す。�
　その他、事業費に含まれない経費（パス
ポート、保険料等）は自己負担となりま
す。�
■引　率　村職員等２名が同行し、現地ガイドを依頼する予定です。�
■申し込み　申込書に記載して提出してください。申し込み期限は５月２日（水）です。�
■募集人員　５人（最少催行人数３人）�
※詳細はお問い合わせください。�

平成29年度海外研修の様子（ワシントン大学図書館）�

����

　
愛
称
は
、
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
作

品
と
し
ま
す
。
ま
た
、
同
一
人
の
応
募
は

３
点
ま
で
と
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。�

�

（1） 

施
設
全
体
の
特
徴
や
コ
ン
セ
プ
ト
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
、
覚
え
や
す
く
親
し
み

や
す
い
も
の
。�

（2）
自
作
の
未
発
表
作
品
で
、
他
の
愛
称
や

商
標
な
ど
に
類
似
し
て
い
な
い
も
の
。�

�

■
応
募
方
法�

　
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
事
項
を

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
記
載
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
審
査
の
対

象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

①
愛
称
名
に
漢
字
を
使
用
し
た
場
合
は
、

必
ず
ふ
り
が
な
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。�

②
愛
称
の
解
説
又
は
簡
単
な
説
明
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。�

③
応
募
用
紙
は
、
持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。�

�

■
応
募
期
間 

平
成
30
年
５
月
10
日（
木
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）�

�

■
当
選
発
表
　
応
募
を
取
り
ま
と
め
の
う

え
審
査
し
、
平
成
30
年
６
月
頃
に
広
報

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。�

�

※
同
名
応
募
が
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
よ

り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。�

�

■
賞
品�

　
採
用
作
品
応
募
者
及
び
採
用
候
補
作
品

応
募
者
に
、
次
の
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。�

　
な
お
、
受
賞
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

そ
の
保
護
者
に
代
理
授
与
し
ま
す
。�

�

①
最
優
秀
賞
（
採
用
作
品
）
　
　
　
１
点�

　
５
万
円
相
当
の
賞
品
と
表
彰
状�

②
優
秀
賞
（
採
用
作
品
を
除
く
採
用
候
補

作
品
）
　
　
　
　
　
　
　
　
４
点
以
内�

　
１
万
円
相
当
の
賞
品�

�

※
施
設
の
内
覧
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
建
物
を

ご
覧
に
な
っ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
応
募
内

容
に
つ
い
て
は
、
村
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。�

�

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ�

上
小
阿
仁
村
役
場�

　
　
総
務
課
企
画
班
「
愛
称
募
集
係
」�

　
　
　
1
０
１
８
６（
７
７
）２
２
２
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６（
７
７
）２
２
２
７�

E
-m
a
il

　kika
ku@
v
ill.ka
m
ikoa
ni.lg
.jp�

�
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４月から65歳以上の人の�
介護保険料が変わります�
４月から65歳以上の人の�
介護保険料が変わります�

　平成30年度から３年間の介護給付費を見込み、第１号被保険者（65歳以上の方）が負担する

介護保険料を設定しました。所得段階はこれまでと同様に９段階で、第５段階が基準額に相当

します。�

◆要介護（支援）認定者の増加�

◆サービス利用量、介護給付費の増加�

◆介護サービス事業所等の増加�

これらの理由により、65歳以上の人の�

介護保険料基準額は、�

月額 5,500円から�

月額 5,800円となります。�
平成30年度からの介護保険料�

所得段階� 所得などの状況負担割�

第１段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

第６段階�

第７段階�

第８段階�

第９段階�

保険料月額�
（年額）�

2,610円�
（31,320円）�

負担割合�
算 定 式�

基準額×0.45
生活保護受給者、世帯全員が村民税非課税者で老人福祉
年金受給者、世帯全員が村民税非課税で本人年金収入等
80万円以下�

4,350円�
（52,200円）�

基準額×0.75
世帯全員が村民税非課税で本人年金収入等80万円超120
万円以下�

4,350円�
（52,200円）�

基準額×0.75世帯全員が村民税非課税で本人年金収入120万円超�

5,220円�
（62,640円）�

基準額×0.90
本人が村民税非課税者、世帯員が村民税課税世帯で本人
年金収入等80万円以下�

5,800円�
（69,600円）�

基　準　額�
本人が村民税非課税者、世帯員が村民税課税世帯で本人
年金収入等80万円超�

6,960円�
（83,520円）�

基準額×1.20本人が村民税課税者で合計所得が120万円未満�

7,540円�
（90,480円）�

基準額×1.30
本人が村民税課税者で合計所得が120万円以上190万円
未満�

8,700円�
（104,400円）�

基準額×1.50
本人が村民税課税者で合計所得が190万円以上290万円
未満�

9,860円�
（118,320円）�

基準額×1.70本人が村民税課税者で合計所得が290万円以上�

国 25％�

県�
 12.5％�

１号被保険者�
　23％�

２号被保険者�
　27％�

村�
12.5％�

公
費�

保
険
料�

　介護給付・予防給付に必要な費用は、50％が公費でま

かなわれます。公費負担分を除く50％の費用は、第１号

被保険者（65歳以上の方）と第２号被保険者（40歳以

上65歳未満の方）が保険料で負担します。�

●問い合わせ　住民福祉課　住民福祉班　介護保険係�

　　　　　　　1（ 7 7）2 2 2 2
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18
歳
以
上
の
方
の
「
人
と
接
す
る
の
が

苦
手
で
外
出
や
社
会
参
加
が
で
き
な
い
」

「
家
族
以
外
の
方
と
の
親
密
な
交
流
が
も

て
な
い
」
な
ど
の
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
職
員
が
無

料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。�

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

■
日
時
・
場
所�

　
平
成
30
年
５
月
31
日（
木
）　�

　
北
秋
田
保
健
所�

�

■
対
象�

　
18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
な
ど�

�

■
申
し
込
み�

　
平
成
30
年
５
月
21
日
ま
で
予
約
が
必
要

で
す
。�

・
先
着
４
名�

・
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で�

�

※
匿
名
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。�

�

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
秋
田
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
1
０
１
８（
８
３
１
）２
５
２
５�

���

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
御
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
次
の
地
域
で
実

施
予
定
で
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

■
実
施
地
域�

　
旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、
北
ボ
ル
ネ

オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
秋
田
県
健
康
福
祉
部
　
福
祉
政
策
課�

　
監
査
・
援
護
班�

　
　
　
　
1
０
１
８（
８
６
０
）１
３
１
８�

�����

　
村
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。�

�

■
縦
覧
期
間�

　
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）�

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時�

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。）�

�

■
縦
覧
場
所�

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班
窓
口�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

���

■
日
　
時�

　
平
成
30
年
４
月
15
日（
日
）�

　
午
前
６
時
か
ら�

�

■
場
　
所�

　
各
集
落
公
民
館
前
に
午
前
５
時
50
分
ま

で
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
内
　
容�

　
各
集
落
で
主
要
道
路
・
公
園
・
公
民
館

な
ど
の
清
掃
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

����

■
訓
練
科�

①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科�

　（
若
年
者
コ
ー
ス
）　
　
　
　
　
　
15
名�

②
建
築
Ｒ
Ｃ
施
工
科（
若
年
者
コ
ー
ス
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
名�

■
期
間�

　
平
成
30
年
６
月
12
日（
火
）か
ら�

　
12
月
26
日（
水
）ま
で
の
７
か
月�

�

■
場
所�

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）�

�

■
時
間�

　
午
前
９
時
20
分
か
ら
午
後
３
時
40
分�

�

■
内
容
　
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
コ
マ

ン
ド
操
作
等
レ
イ
ヤ
の
使
い
分
け
、
簡

単
な
マ
ン
シ
ョ
ン
平
面
図
の
作
成
ま
で

を
習
得
す
る
。�

�

■
応
募
資
格
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

込
を
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技
能
・
技

術
を
身
に
付
け
て
再
就
職
を
希
望
さ
れ

る
方�

�

■
受
講
料�

　
無
料
　
※
テ
キ
ス
ト
代
自
己
負
担�

�

■
応
募
期
間�

　
平
成
30
年
４
月
13
日（
金
）か
ら
５
月
10

日（
木
）�

�

※
毎
週
金
曜
日
に
施
設
見
学
会
を
行
っ
て

い
ま
す
（
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
就

職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）�

�

●
問
い
合
わ
せ
等�

秋
田
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）
訓
練
科
受
講
者

第
一
係�

　
　
　
1
０
１
８（
８
７
３
）３
１
７
８�

18
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副
村
長
の
鈴
木
寿
美
子
氏
が
３
月
31
日

を
も
っ
て
退
職
し
ま
し
た
。�

　
昭
和
46
年
か
ら
役
場
職
員
を
務
め
ら
れ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杉
風
荘
施
設
長
、

住
民
福
祉
課
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
27
年

９
月
か
ら
副
村
長
に
就
任
し
て
い
ま
し
た
。�

　
村
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

��������【
総
務
課
】�

▽
総
務
課
長
兼
診
療
所
事
務
長
（
総
務
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
博
隆�

▽
会
計
管
理
者
兼
課
長
補
佐
（
産
業
課
課

長
補
佐
）
　
　
　
　
　
　
石
川
　
悦
子�

▽
課
長
補
佐
（
総
務
課
係
長
　
出
納
室
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
瑞
穂�

▽
主
査
（
建
設
課
主
査
）
　
田
中
　
　
孝�

▽
主
査
・
介
護
員
　
派
遣
（
総
務
課
主
任

・
介
護
員
　
派
遣
）
　
　
小
野
寺
　
梢�

▽
主
任
（
建
設
課
主
事
）
　
畠
山
　
彩
加�

▽
主
事
　
出
納
室
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
史
織�

【
住
民
福
祉
課
】�

▽
係
長
（
総
務
課
係
長
　
派
遣
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
貴
明�

▽
主
任
（
産
業
課
主
任
）
　
櫻
庭
　
太
一�

▽
主
任
（
住
民
福
祉
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
也�

▽
主
事
（
総
務
課
主
事
）
　
泉
谷
　
春
花�

▽
技
師
　
保
育
士〈
採
用
〉　
池
田
有
里
佳�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�【
産
業
課
】�

▽
主
幹
兼
課
長
（
建
設
課
課
長
兼
産
業
課

課
長
）
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
雄
幸�

▽
主
査
（
住
民
福
祉
課
主
査
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
研�

▽
主
任
（
産
業
課
主
事
）
　
伊
藤
　
勝
哉�

▽
主
任
（
産
業
課
主
事
）
　
山
田
　
拓
人�

▽
主
事
〈
採
用
〉
　
　
　
　
市
川
　
淳
也�

�【
建
設
課
】�

▽
課
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
　
　
寿�

▽
係
長
（
総
務
課
係
長
）
　
大
沢
　
陽
一�

▽
主
事
（
総
務
課
主
事
　
派
遣
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
林
　
幸
太�

�【
教
育
委
員
会
】�

▽
事
務
局
長
（
会
計
管
理
者
兼
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
幹
雄�

▽
主
査
（
教
育
委
員
会
主
任
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
太
功
郎�

��

【
退
職
】�

▼
齊
藤
　
　
諭
（
建
設
課
主
任
技
能
員
）�

▼
伊
藤
真
紀
子
（
総
務
課
係
長
・
介
護
員

　
派
遣
）�

▼
萩
野
久
美
子
（
住
民
福
祉
課
係
長
・
准

看
護
師
）�

▼
北
林
　
　
勉
（
診
療
所
係
長
）〈
再
任
用
〉�

�【
再
任
用
】�

▽
齊
藤
　
　
諭
（
建
設
課
主
任
技
能
員
）�

【
再
任
用
更
新
】�

▽
原
田
眞
貴
子�

����

◆
電
子
申
請
と
は�

　
住
民
や
企
業
が
県
や
市
町
村
へ
の
申
請
、

届
出
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
イ
ベ
ン

ト
参
加
の
申
込
等
を
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。�

�

◆
電
子
申
請
の
メ
リ
ッ
ト�

・
自
宅
や
職
場
か
ら
「
ど
こ
か
ら
で
も
」
、

24
時
間
３
６
５
日
「
い
つ
で
も
」
県
や

市
町
村
に
対
し
て
様
々
な
手
続
き
が
行

え
ま
す
。�

・
申
請
窓
口
に
出
向
く
手
間
を
軽
減
で
き

ま
す
。�

�

◆
市
町
村
で
電
子
申
請
が
可
能
と
な
っ
た

手
続
き�

�

①
児
童
手
当�

・
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
児
童
手
当

の
額
に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求�

・
児
童
手
当
の
額
の
改
定
の
請
求
及
び
届

出�

・
氏
名
変
更
・
住
所
変
更
等
の
届
出�

・
受
給
自
由
消
滅
の
届
出�

・
未
支
払
の
児
童
手
当
の
請
求�

・
児
童
手
当
に
係
る
寄
附
の
申
出�

・
受
給
資
格
者
の
申
出
に
よ
る
学
校
給
食

等
の
徴
収
等
の
申
出�

・
児
童
手
当
の
現
況
確
認�

�

②
保
育�

・
支
給
認
定
申
請�

・
保
育
施
設
等
の
利
用
申
込�

・
保
育
施
設
等
の
現
況
届�

�

③
母
子
保
健�

・
妊
娠
の
届
出�

・
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト�

�

◆
そ
の
他�

　
本
人
確
認
が
必
要
と
な
る
手
続
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
を
ご
用
意
の
う
え
、
パ
ソ
コ
ン
か

ら
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
　
企
画
班
　
1（
77
）２
２
２
１�

鈴
木
副
村
長�

　
　
　
ご
苦
労
様
で
し
た�

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ�

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ�

（
平
成
30
年
４
月
１
日
発
令
）�
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は
じ
め
に�

　
国
は
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
様
々
な

事
情
を
か
か
え
る
人
達
が
意
欲
を
持
っ
て

働
く
こ
と
が
で
き
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を

発
揮
で
き
る
柔
軟
な
労
働
制
度
へ
の
抜
本

的
な
改
革
を
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。�

　
誰
も
が
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
、
そ
の

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
少
子
高
齢
化

を
克
服
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
「
国
の
力
は
、
人
に
在
り
」

と
し
て
お
り
ま
す
。�

　
身
分
や
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ

れ
ず
、
誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

る
政
策
を
講
ず
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。�

　
そ
れ
は
、
そ
の
こ
と
で
子
ど
も
だ
け
で

は
な
く
、
老
人
や
若
い
人
達
が
住
み
や
す

く
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
総
合
的
な
施
策
に

よ
っ
て
、
結
果
的
に
、
子
ど
も
の
夢
が
か

な
え
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
村
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
村

の
総
合
計
画
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
実
施
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。�

　
総
合
計
画
に
は
、
全
国
的
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

に
対
応
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
や
、
村
の
課
題
を
秋
田
県

と
協
働
で
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
づ
く

り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
ま

す
。�

　
こ
の
総
合
計
画
を
実
施
す
る
３
年
目
の

村
づ
く
り
の
施
策
と
し
て
、
１
、
健
康
長

寿
　
２
、
教
育
の
充
実
　
３
、
雇
用
の
拡

大
の
３
つ
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
行
政
の

立
場
で
は
な
く
、
住
民
サ
イ
ド
の
目
線
と

立
場
に
立
っ
て
、
少
子
高
齢
化
対
策
を
講

ず
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
を
緩
和
す
る
も

の
で
す
。�

　�健
康
長
寿�

　
秋
田
県
が
10
年
後
を
目
途
に
健
康
寿
命
、

日
本
一
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
村
は
、
秋

田
県
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
第
１
番
目
に

外
に
出
て
歩
く
こ
と
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
す

る
こ
と
。
　
サ
ー
ク
ル
を
活
用
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
そ
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
各
種
団
体

へ
健
康
増
進
の
た
め
の
補
助
金
を
追
加
し
、

そ
れ
に
よ
り
公
共
施
設
等
を
有
効
利
用
し

て
も
ら
い
、
「
心
と
体
の
健
康
」
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
第
２
番
目
に
、
食
べ
る
こ
と
が
重
要
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る
こ
と
や
塩
分

を
ひ
か
え
る
こ
と
、
野
菜
を
多
く
食
べ
る

こ
と
で
す
。
併
せ
て
受
動
喫
煙
の
配
慮
を

す
る
こ
と
で
す
。�

　
第
３
番
目
に
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

た
め
に「
声
か
け
」や「
あ
い
さ
つ
運
動
」、

「
笑
う
こ
と
」
を
推
奨
す
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
や
講
習
会
・
講
演
会
へ
の
参
加
の
呼

び
か
け
で
す
。�

　
第
４
番
目
に
、
特
定
検
診
と
精
密
検
査

の
受
診
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
の

早
期
発
見
早
期
治
療
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
併
せ
て
介
護
や
認
知
症
の
予
防
と

介
護
者
や
家
族
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。�

�

教
育
の
充
実�

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学

校
教
育
と
社
会
教
育
や
子
育
て
世
代
に
対

す
る
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
国
際
交
流（
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
萬
巒
郷
）

の
推
進
や
保
育
料
、
給
食
費
の
支
援
、
子

育
て
世
代
へ
の
商
品
券
の
対
応
、
伝
統
芸

能
の
承
継
を
オ
ー
ル
上
小
阿
仁
で
対
応
し

な
が
ら
、
移
住
定
住
策
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。�

�

雇
用
の
拡
大�

　
集
住
型
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
を
一
つ
の

切
り
口
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
こ
の
施
設
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

教
室
や
小
中
学
生
、
高
校
・
大
学
生
、
農

林
業
の
研
修
や
合
宿
、
起
業
を
す
る
人
の

た
め
の
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
、
ア
パ
ー
ト
、

高
齢
者
の
た
め
の
冬
期
間
の
居
室
が
備
わ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
村
民

と
の
交
流
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
国
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
山
林

成
長
産
業
化
創
出
モ
デ
ル
事
業
や
森
林
認

証
材
、
国
有
林
、
集
落
有
林
、
民
有
林
を

活
用
す
る
村
の
全
体
計
画
を
策
定
し
て
、

国
県
の
各
種
事
業
や
森
林
環
境
税
に
よ
る

効
率
的
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。�

　
村
の
約
９
割
を
占
め
る
山
林
は
、
先
人

が
苦
労
し
て
、
大
切
に
手
入
れ
を
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
宝
の
山
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。�

　
50
年
、
１
０
０
年
、
１
５
０
年
サ
イ
ク

ル
で
の
植
林
計
画
に
よ
っ
て
、
循
環
型
の

山
林
整
備
で
災
害
を
防
止
し
、
将
来
の
村

民
に
宝
の
山
を
承
継
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
何
も
な
い
所
か
ら
、
作
り
出
す
の
は
難

し
い
わ
け
で
す
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
も
の

を
活
用
し
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
り
出

す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
応
が
確
実

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
上
小
阿
仁

村
に
は
、
そ
の
歴
史
と
技
術
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
広
範
囲
に
発
展
的
に
進
め

て
、
山
を
動
か
す
も
の
で
す
。�

　
山
が
動
け
ば
、
人
が
動
き
ま
す
。�

　
人
が
動
け
ば
、
経
済
が
動
き
ま
す
。�

経
済
が
動
け
ば
、
雇
用
が
生
ま
れ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

お
わ
り
に�

　
将
来
的
に
は
、
道
路
や
橋
を
含
む
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
の
増

加
や
保
育
園
、
診
療
所
等
の
建
て
替
え
や

農
業
集
落
排
水
と
公
共
下
水
の
事
業
統
合
・

再
編
等
に
伴
う
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
総
合
計
画
に
基
づ
く
財
政
計
画
は
、
有

利
な
補
助
事
業
、
起
債
事
業
に
よ
っ
て
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
５
年
、
10
年
先

を
見
越
し
た
村
民
の
た
め
の「
健
康
長
寿
」

「
教
育
の
充
実
」「
雇
用
の
拡
大
」
を
村
の

施
策
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

平
成
30
年
度�

施
政
方
針

施
政
方
針�
施
政
方
針

施
政
方
針�
施
政
方
針�




